
講演会のご案内

日時

会場
日経茅場町カンファレンスルーム
東京都中央区日本橋茅場町2-6-1
日経茅場町別館地下1階

講師略歴

参加料（消費税込み）
当日会場にて電子マネー/現金でお支払
い下さい。

①1,000 円 CMA、CIIA、一
般会員、個人賛助会員、法人会
員・法人賛助会員の役職員、検定
会員補、CMA受講生、大学生
②無料 ①のうち首都圏（※）
以外に居住される方（勤務先が首
都圏の方を除く）
③2,100円 日本証券アナリスト
協会認定PB資格取得者（上記①
以外の方）
④1,000円 同PB資格取得者
で首都圏（※）以外に居住される
方。ただし、勤務先が首都圏の方を
除く。
⑤3,100円 上記①～④以外の
方

申込方法
をクリックし、該当講演会の

「受付中」をクリックして下さい。入力・
送信の上、参加申し込み完了メール
を「参加証」として印刷し、当日は会場
受付に提出して下さい。
マイページに登録している方（ID・パス
ワード取得者）は、マイページからお申
込み下さい。

問合せ先
日本証券アナリスト協会
講演会・セミナー担当
ﾒｰﾙ seminar@saa.or.jp

講演内容

講師

申込み期限
2020年
7月22日（水）

（※）東京都、神奈川県、千葉県、
埼玉県

こちら

申込はこちら

地 図

欧州のコロナ危機
～現状と展望～

伊藤 さゆり（いとう さゆり）氏
ニッセイ基礎研究所 経済研究部 研究理事

2020年7月 29日（水）
16：00～ 17：30（受付開始15：30）

新型コロナウィルスの感染拡大に都市封鎖（ロックダウン）など厳しい外出
規制による対応を迫られた欧州。コロナ危機は、単一通貨を共有する
国々での政策対応力の格差を浮き彫りにしました。コロナ危機の経済への
影響とともに、「復興基金」など政策対応力の格差を埋めるEU・ユーロ圏の
取り組み、ECBの果たし得る役割について点検し、今後の展望を試みます。
20年1月末にEUを離脱した英国とEUの将来関係の協議へのコロナ危機
の影響についてもお話したいと思います。

1987年早稲田大学政治経済学部卒業後、日本興業銀行（現みずほ
銀行）を経て、2001年ニッセイ基礎研究所入社、2019年7月より現職。
早稲田大学大学院商学研究科修士課程修了。15年度より早稲田大
学商学学術院非常勤講師兼務。日本EU学会理事。著書に「EUの今
を読み解く」（Web日本評論e-book）、「EU分裂と世界経済危機 イ
ギリス離脱は何をもたらすか」（NHK出版新書）、「英国のEU離脱とEU
の未来」（共著、日本評論社）など。

新型コロナウイルス感染症の感染防止の観点から、風邪症状のある方は参加をご遠慮
いただく、マスクの着用、手指消毒などのご対応をお願いすることがあります。また、お申し
込み後に参加者数を限定することがあります。ご理解・ご協力をよろしくお願い致します。

https://www.saa.or.jp/dc/event/apps/seminar/SeminarShowList.do
http://www.saa.or.jp/seminar/news/pdf/kayabacho_conference_map.pdf
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